





































































































一方,(2b)は,同 じ"know"以下 を否定 した形
で も,その場の状況に応 じて造 られた臨時合




































































































































































































































































































































副詞 の "scarce" か ら成 る合成語 につ いて,
oED2のB.2d.には "Qualifyingappl.adj.used
atributively."の例として.1591年のShakespeare































































































次 に,"ilレ"か ら成 る 合 成 語 で あ る が,
Richardsonの作品ではかなり多用されている｡副































































































































































































Richardsonが初例 であ る (lob)の "good-fTor-
nothingness"という名詞形に相通ずるところで
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